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1． 序論

　 中観派 の 二 諦 説 は ， ナ ー ガ ー ル ジ ュ ナ （N5garjuna，　ca ．15（F250）が 『中論』 （MTtla−

madhyamakakarikEl ） に提 示 した 勝 義 （paramartha）， 世 俗 （saTpv；ti）の 解釈 を 巡 り展 開

した思想 で ある ． そ の 勝義 は
， 本 来言語表現 で きな い 勝義 を如何 に説 明 す るか が

問題 とな り， 戯論を離れ た第
一

義的な勝義 と， 言語表現 され るが 勝義 に相応 す る

（paramarthanukUla） 第二 義的 な勝義 を設定す る． また
， 勝義は複合 語解釈で も説明

され ， その 二 種類 の 勝義 と関連付 け られ る． 後期 中観派の カマ ラ シー ラ （KamaldSila，

ca．740−795） も 『中観 明』 （Madhyamakal・ka）で 勝 義 をそ の よ うに 説明す る．

　 カ マ ラシ ー ラ の 二 諦説 を扱 うこ れ まで の 研 究 は 第
一

義的な勝義の 主体 を明確 に

提 示 して こ なか っ た ． した が っ て ， 本研 究で は Karmadharaya 解釈で 説 明 さ れ る

勝 義 を （1）対 象 と （2）主体の 両 面 か ら見直 し， 『中観 明』 に お ける 第
一

義 的 な

勝義 に何が 該当するか を検討する．

2 ． 先行研究 の 指摘

　 カ マ ラ シ ー ラ の 設 定す る 勝 義 を詳細 に 考察す る 先行研究で あ る森 山 ［1991a］

を概 観す る． 『中観 明』 で は 勝 義 を 「真 実 を特徴 とす る勝義 」 と 「智 を本体 とす

る勝義」 の 二 種類 設定 し ， 前者を第
一

義的 な 勝義， 後者 を第二 義的 な勝 義 とす

る ． 次 に ， 複合語解釈 した勝義 を上 記 の 二 種類 の 勝義 と関連付 け ，
Ka   adh 互raya

解釈 の 勝義を初地 以 上 の 「瑜伽行者 の 直接知覚」 （yogipratyaksa）に よる 直観の 内容 ，

Tatpurusa解釈 の 勝 義 を 「瑜 伽 行 者 の 直接知 覚 の 対 象領域 」 と し ， 以 上 を 第
一

義

的 な勝義 とす る ． さ らに Bahuvrihi解釈の 勝…義で ある 「勝義に相応する もの 」 と

して
， 「三 慧 」， 了義 と して説 か れ る 「不生 」， 正 しい 認識手段 （prarnarpa）特 に推

理 （anum5na ）を挙 げ ， 第二 義的 な勝義 とす る．
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3 ． 『中観明』に おける第
一・

義的 な勝義 の 対象

　森 山 ［1991a］ は ， 第
一

義的 な勝 義 を対 象側 の み に 位置付 け ，
　 Karrnadh5raya解

釈 と Tatpurusa解釈 を分 け て 説 明す るの で ， 「法無我 と人 無我 とい う特徴 を本 質 と

す る真実」（以 下 《二 無我 の 真実》 と略） を Kannadharaya 解釈の み に結び付 ける よ

うに 思 わ れ る
1）
． 以 下 で は ，

Karmadhtiraya解釈 で 説明 され る 勝義 を （1）対 象 と

（2）主体の 両 面 か ら見 直 し ， 『中観 明』 にお け る 第一義 的 な勝 義 を再検 討す る ．

　まず ， 第
一

義的 な勝 義の 対象 につ い て 検討 し よ う． 第
一

義的 な勝義の 対象で あ

る 《二 無我 の 真実 》は以 下 の よ うに説 明 され る．

「法無我 と人無我 とい う特徴 を本質 とす る真実」は，論理 を伴 うの で ，（a ）「最高の もの 」

で あ り 「対 象」で もある の が そ れ で あ っ て ，そ して 障礙 を断 つ こ と を求め る 者 た ちの 障

礙 を断つ た め に求め られ る 対象 なの で ， （b）無顛倒の 「最高の 」智の 「対象」つ ま り対

象領域 で あるか ら勝義 と 言われ る
2）
．

こ の 箇所で は ， 《二 無我 の 真実 》を （a）Karrnadharaya解釈 と （b）TatpuruSa解

釈 とを通 して 勝義 で ある と説明 す る ． そ の こ とは 以 下 の 記述 で も明 らか で ある ．

　経典 の 意味は ，すなわ ち， こ れ は 人無我 と法無我 を特徴 とす る真実で あ り，勝義の 言 葉

　で 意 図さ れ る． （b）そ れ は 「最高 の 」智の 対象領域 で あ る か ら． そ して ［人 無我 と法無

　我を特徴 とす る 真実］ 自体は論理 を伴 うの で ， （a ）「最高の もの 」で あ るか ら
3）
，

　「対象」 （artha）が挙げ られ な い が ， 「人 無我 と法無我 を特徴 とす る真 実」 を （a）

Karmadharaya 解釈 と （b） TatpuruSa解釈 で 説 明す る 箇所 と考 え られ る
4）
，

　以上 の よ うに ， （1）『中観 明』 で 《二 無我 の 真実 》 とい う第
一

義的 な勝義の 対

象 を Karmadharaya解釈 と TatpuruSa解釈 の 両方 で 説明す る の は 明 らか で あ ろ う．

4 ． 『中観明』に おける第
一

義的な勝義の 主体

　次 に ， 第一 義 的 な勝 義の 主体 を検討 しよ う． まず出世 間智に つ い て 《二 無我の

真実》 を勝義の 複合語解釈で 説明 した後 に 以下の よ うに 説明す る ．

　 それ （《二 無我の 真実》）を対象領域 とする 出世 間智も， 言葉の 意味を他方 ［つ ま り把握

　する 側コに 適用する とい う観点か ら，そ れ （勝 義） と言語 表現 す る
5）
．

　こ の 箇所で は ， 《二 無我の 真実》を対象領域 とす る 出世 間智 も勝 義 とす る． そ

の 理 由 と して
， 勝義 を把握する智 も勝義 と言語表現で きる こ とを挙 げる．

　次 に
， 出世 間智 に 関 して 以 下 の よ うに説明す る ．

　一切 の 戯論 を離れ
， すべ て の 法が 顕現す る こ とは な く， 真実の 対象 を修習す る とい う究
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極 か ら生 起 した 瑜伽 行者た ちの 勝 れ た 出世 間智に よ っ て 真実を悟 っ て ，化作 され た も の

の よ うに 言説 に お い て
一

切 の もの は 存在す る の で
， 存在の 類は

，

一
切智者な どの 設定 の

通 りに破壊 しない が ， 勝義にお い て で は ない
6）
．

こ の 箇所 で は， 真実 を対象 とす る出 世 間智が
一

切 の 戯論 を離 れ て い る とす る．

さ らに ， 出世 間智 を仏 ， 菩薩 と声 聞 ， 独覚の 出世 間智 とに分 けて 説明す る．

また，声聞，独覚の 対象領域 で ある存在の独 自相 に関 して ，愚か者た ちが恐 れ る状態 を

完全 に 断 つ た め だけ に，聖 者の 知 の 対象領 域 は実 在で あ る とお説 きに な っ た け れ ど も，

仏 ， 菩 薩の 真の 出世 間智の 対象領域 で あ る勝 義的な もの の 存在 の 独 自相は 存在 しない 。

それ の 対象は ，

一
切 法が ま さに不生 で あ る こ とや 不滅 であ るこ とな どに よ っ て

， 存在や

非存在の あ り方 を離れ るか ら
7）
．

また ， 勝 義 と出 世間智の 関係 に つ い て 以下 の よ うに指摘す る ．

それ （「真実 を特徴 とする勝義」）も， 全 て の 分別の 網 を離れ
，

一
切法が顕現 しな い 勝 れ

た 出世間智 に よ っ て 認識す るこ とな く， 個 々 に知 られ るべ きもの であ るが ， 認識 して で

は な い ，す な わ ち 「天子 よ．勝 義諦 は ， お よそ
一

切 の 形相 の うちで 最上 の もの を伴 う
一

切智者の 智の 対象領域 をも超 える．」 とお説 きに なっ た ようにで ある
8）
．

　こ こ で は， 出世 間智 は 「真 実 を特徴 とす る勝 義」 を認識 しない と し， そ の 教 証

で 勝 義諦 が
一

切智 者の 智の 対象領域 を超 えて い る とす る．

　以 上 か ら
， （2．1）《二 無我 の 真実》 を対象 とす る仏 ， 菩薩の 出世 間智 は 第一 義

的 な勝 義で あ り，
一

切 智者 の 智 もそ れ に相 当す る智で あ る こ とが 分か る．

　さ らに勝 義を対 象 とす る もの に 「瑜伽行者の 直接知覚」が挙げ られ る．

　世 尊たちの 直接知覚こ そが ，

一切 の 種類の 真実 を対象領域 とする か ら ， 実際 に ， そ れ は

　まさ に欺 きが ない の で
，

一
切 の 種類の 真実に 関 して 迷乱 しない

9）．

　こ こ で は ， （2．1）世尊た ちの 直接知覚が 第
一

義的 な勝義を対象領域 とする と説

明 する
lo）

． さ ら に 『中観明 』で は ， 異 教徒 の 者 た ちの 顛倒 した 正 しい 認 識 手段

と仏教 にお け る正 しい 認識 手段 との 関係 を語 る際 に以 下 の よ うに言及 す る．

そ れ故に ，賢者た ちは，そ れ （顛倒 し た 正 しい 認識 手段） を 否定 して か ら，人 無我 と 法

無我 との 真実 に悟入す る の に ふ さわ し く， 業 と結果の 関係 な どの 世俗的 なもの を設定す

る確立根拠で あ る直接知覚 などの 正 しい 認識手段の 定義 を清 らか で ある と ［設定］な さ

る． …それ故 に ，私た ちは正 し い 認識手段 の 定義が清浄で あ り勝 義に 相応す る こ とで あ

る と必 ず認め る
11）

．

　こ こ で は ， 人 無我 と法無我 との 真実に悟入 す るの にふ さわ しい 正 しい 認識手段

が 第二 義的 な 勝義 と され る
12）

． こ の 正 しい 認 識手段は 真実に悟入す るの に 必要
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で あ り， 悟入 し終わ っ た後の もの は 考慮 さ れ て い な い ． した が っ て
， （2．2）世尊

た ちの 直接 知覚は ， 第二 義的 な勝 義の 正 しい 認識 手段で は な い と考え られ る．

5． 結論

　以上 で Karmadharaya解釈 で 説 明 され る 「勝 義」 の 位置 付 けか ら 『中観明』 に

お け る第
一

義的 な勝義 を再検 討 した ． そ の 結 果 ， 対象 側 に 関 して
， （1）《二 無我

の 真実》は Karrnadh5raya解釈 と TatpuruSa 解釈 で 説明 され ， ま た 主 体側 に 関 して
，

（2．1）仏 ， 菩薩 の 出世間智 と
一

切智者 の 智 と世尊た ち の 直接知覚が 第
一

義的な勝

義 で あ り， （2。2）第二 義 的 な勝 義で は ない こ とが 明 らか に な っ た。

1 ）森 山 ［1991a：9−12，18］ を見 る 限 りは，《二 無我 の 真実 》を Karmadharaya解釈 の 勝

義の み に 関連付 けて い る よ うに思 わ れ る．　　　 2 ）MA
，
　D　233b2−3，　P　260b3−5． こ の 箇

所の 『中観明』 「前主 張 」 を ， 早島 ［2013： 54．6−20］は 勝 義 を Karmadharaya 解釈 と Tat−

p  ユ＄a 解釈す る箇所とする．　　　 3）MA
，
　D 　159b2−3

，
　P　173b5−6．　　 4 ）森山 ［1991a］

での こ の 箇所 の 位置付 けは明確 で な v・ が，Karrnadharaya解釈 と Tatpurusa解釈 する箇所

を分 けて 記述 して い る こ とか ら，少 な くと も勝義 を複合語解釈す る箇所 と して 考 えて い

る と思 わ れ る．　　　 5 ）MA ，　D 　233b3，　P　260b5−6．　　　 6 ）MA
，
　D 　223b7 −224al

，
　P　248a

8Lb2．　　　 7 ）MA
，
　D 　163a4−bl

，
　P　177b5− 178al．　　　 8）MA ，　D 　233b5−6，　P　260b8−261a2．

9）MA
，
Dl79b2 −3，

P196a7．　　 10）森 山 ［1990］ ［1991b］は，瑜伽行者 の 直接 知覚

の 主体 を世尊，菩薩 ， 声聞の 三 種 に 分ける ． しか し 『中観明』 で ，直接 知 覚は 「声 聞 な

どの 瑜伽 行者 の 直接知覚」 「世尊た ちの 直接知覚」 と記述 され る ．出世 間智の 主体 を考

慮す る と ， 直接 知覚 も 「声聞 な ど」 は 「声聞 ， 独 覚」， 「世尊 たち」 は 「仏，菩薩」と考

えうる．　　　 11）MA
，
　D 　179al−2，　P　195b5−7．　　 12）カ マ ラ シ ー ラの 著作で 人法二

無我 を理解す る こ とで 初 地 に入 る とす る ため，初 地 に入 っ た 時 点で 人無我 と法無我 との

真実 に悟入 し終 わ っ て い る．
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